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研究成果の概要（和文）：近代国民国家における戦歿者慰霊について、国家と国民、地方と市民、
信仰と宗教を軸に、国内及び各国における慰霊と顕彰を戦争記念碑と戦歿者墓碑を悉皆調査し
てその実態を把握した。その結果、日本においては個人及び地域の主体性が基本になっており
したがって死者の宗教が尊重されていること、諸外国では⒜戦勝国の米英仏国などは国家の下
に個人の宗教によって顕彰・慰霊され、⒝中国・ベトナム・トルコなどの新興国家は国家主義
と国民統合の政治的象徴として顕彰・慰霊され、⒞敗戦国のドイツは個人の尊重と平和主義に
より慰霊がなされ、その他の国ではこれらのベクトルの中でそれぞれぞれの位置を占めている
ことが判った。それらは、敗戦による国家の崩壊と戦争の悲惨との度合いと現在の国家体制を
要因として決定される。それを決定付ける要因は、その政治体制の力学、歴史と文化の作用、
社会の結束力の関係性にあることを解明するに至った。したがって、国家慰霊祭祀の問題はこ
の原則を踏まえて考えるべきであろう。 
     
研究成果の概要（英文）：We did research on the national cemetery for the war dead, family graves 
which included the war dead, and the memorial war dead in Europe, Asian area and Japan. We 
specialized the time at the modern nation state. In this study, we focused on the reference between the 
nation and the people, between the certain area and it's citizens, and their religions. Below are the 
conclusions of this study. 
Japan 
 In Japan, the basic pattern of the graves for the war dead were erected by their own families and 
respected their own religions. People erected the graves for the war dead and sometims the memorials 
war dead, independently.  
Foreign Countries  
(a)In U.S.A, U.K. and France, these nations are the winners of the First and the Second World War, 
the cemetery for the war dead is erected by the nation, and the war dead soldiers are recognized by the 
nation. Also, they are remembered by the memorial services. The soldier's individual religion is 
respected by the nation. 
(b)In China, Vietnam and Turkey, these nations are emergent countries, the cemetrey for the war dead 
is erected by the nation. Especially, they are recognized as the political symbols of the nationalism and 
the national unification. 
(c)Germany, which is the loser of the First and the Second World War,  
the cemetrey for the war dead is erected by the nation, and the war dead soldiers are recognized by the 
nation. But the philosophy of the recognition is based on the individual's respect and the pacifism. 
Other nations 
 In our research, we could find these three types on the recognition of the war dead. In other countries, 
the recognition of the war dead shows us the mixed types of these three types. 
 These types about the recognition of the war dead depends on the several factors. The first factors 
depends on whether the nation were a winner or not. The second factor depends on the level of the 



destruction by the attack. And there are another factors in the back. These are the political dynamics, 
the history and the culture of the nation, and the solidarity of the society. 
 So, when we do work on this problem, we have to depend on and consider well these plural principles. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究を開始した当初は、戦争紀念碑と戦没
者慰霊に関する研究が盛んに行われるよう
になっていた。だが、これらの研究の多くが
靖国問題に拘りすぎたものや、特定の地域に
限ったものや一定の時期に絞ったもの、様々
な領域に特化させたものが多く見られ、研究
そのものは深化し発展させては来ていたが、
「近代の日本人と日本社会における戦没者
慰霊とは何か」といった本研究の課題に接近
するものは少なかった。このようななかで、
本研究は昭和 60 年度の科研奨励研究Ａ以来
継続していきた国内及び台湾・中国での実地
調査研究と平成 14 年度からの基盤研究Ａに
よる組織的で総合的研究によって挙げた成
果を基とし、さらにそこで培ってきた研究方
法論を土台として、より緻密な調査と分析の
仕方をもって、さらに広い視野と世界的視点
で課題を捉える方法論と準備を整えていた。 
 
２．研究の目的 
日本近代史研究において重要な研究課題で
もありながら未だに解明されていないのが
「近代日本における戦争と国民」における
「近代の日本人と日本社会における戦没者
慰霊とは何か」という課題である。これは、
現代の政治的問題ともなっている靖国論争
の根幹にかかわっていることからも、現代的
課題でもある。かかる点を踏まえて、本研究
では「近代日本における戦争と国民」を基本
的な視座に据え、日本における国民の軍事的
統合と戦争協力体制・戦争支援態勢、地域社
会における戦勝顕彰と戦没者慰霊、戦後の戦
争記録・戦没者慰霊と日本社会という課題を、

日本と日本人という全域的視点と国際的視
点から、これらを象徴している表象構造物で
ある戦争紀念碑と戦没者墓碑石という「もの
史料」を主要資料としてその実態を詳細に明
らかにしていくとともに、「近代国民国家に
おける戦争と国民」を踏まえて「近代日本に
おける日本人と日本社会における戦没者慰
霊における日本的特徴とは何か」を明らかに
していくことを研究の目的としている。 
 
３．研究の方法 
近代国民国家における国民統合と国民の戦
争協力支援体制の方法の一つが、国民意識を
形成向上させていくための表象構造物であ
る戦争紀念碑と戦没者墓碑石（墓地）やそれ
に類する表象物といった「もの史料」である
ことから、この「もの史料」を戦前期と戦後
期を包括しながら地域という単位を全体的
に、国家や社会という単位で総体的に、国際
比較ということから同じ敗戦国であるドイ
ツをはじめ諸外国を事例的に捉えて、それら
の実態を把握するために実地に悉皆調査し、
それらの実相を詳に記録し、かかる詳細な情
報を基に科学的に分析していった。調査資料
情報は、簡易測量記録・筆写模写記録・写真
記録・音声画像記録として収集し電子情報化
して記録化した。 
 
４．研究成果 
本研究では、研究目的を達成するために、⑴
戦没者慰霊を象徴する造形物、⑵戦没者慰霊
にかかわる関係史資料、⑶戦没者慰霊を担っ
ている組織に絞って、その実態を調査した。
⑴については、主に①軍人墓地における戦争



紀念碑・慰霊碑・忠魂碑等や墓碑石と関係物
を、②戦没者墓地における祈念碑・慰霊碑・
忠魂碑や墓碑石を、③一般人における戦没者
墓碑石等を、④戦争紀念碑（戦役紀念碑や戦
勝紀念碑等）を、⑤戦争紀念物、⑥戦争関係
構造物や構築物と関係物、⑦一般構築物にお
ける戦没者慰霊物（銘碑板等を含む）などを
実地に調査し、資料を収集した。調査地につ
いては、国内では福島県・石川県・広島県・
徳島県・沖縄県をはじめとする１都２府 12
県で、海外ではドイツ・フランス・イタリア・
オランダ・マルタ・トルコ・チェニジア・ベ
トナムをはじめ 19 ヶ国で実地調査を行い、
そこにおける戦争紀念碑と戦没者慰霊のか
たちに関する資料を収集し、それをもとに分
析を行った。⑵の関係史資料については、電
子化写真撮影記録・電子式複写記録により収
集した。⑶戦没者慰霊を担っている組織、つ
まり墓地の建設・管理や墓碑石の建立、慰霊
祭・平和祈願式などの執行を含めてそれを管
轄している組織・機関・団体などに対する聞
き取り調査を行ったり関係史資料の収集を
行った。日本では、現在でも慰霊祭などを実
施している自治体や紀念碑や墓碑・墓地を管
理したりしている遺族会を、海外では英国・
米国の団体と、我が国と同じ敗戦国であるド
イツの団体について調査した。特に、ドイツ
についてはドイツ人戦没者墓地の管理とド
イツにおける平和教育・慰霊式典などを行っ
ているドイツ戦歿者墓地慰霊協会で聞き取
り調査を行うとともに同協会の全面的な協
力を得て、各国に設置されているドイツ人戦
没者墓地の調査を行った。調査地としては、
国内では社会的・文化的・宗教的側面と現代
性・地域性、さらに都市部と農村部に島嶼と
を基準に全国的視点から、国際的には東アジ
ア近隣諸国での仏教的世界と非宗教的世
界・ヨーロッパキリスト教世界・アラブイス
ラム教世界から抽出して行った。その結果、
次のような成果を得ることができた。 

⑴日本人社会では、都市化による共同体の
崩壊と人口の流動化が比較的穏やかな地域
では、戦没者の尊厳が守られ地域の伝統と文
化と共同体的結合により、伝統的戦没者慰霊
のかたち（宗教宗派の共存と価値観の独自
性）が、戦後においても残されていること。 

⑵戦争紀念碑は近代国家の象徴的構築物
であることから、国家などによって建立され
たものが調査した殆どの国に認められた。ま
た、戦争に対する国民の記憶を残し共有化し
教訓化するための施設も、多くの国で見るこ
とができる。その意味では、明治以来国家が
戦争紀念碑を建立したり戦没者墓地（軍用墓
地ではない軍人墓地を含む）を造営してこな
かった日本の事例が例外的なものであった。 

⑶戦没者の慰霊について、多くの国では郷
土と国家の英霊として位置付けられている

ため、戦没者慰霊は国家の論理による国民統
合の原則が貫かれている。したがって、死者
への慰霊に対しては宗教へのこだわりは従
にとなり、死者（遺族）の信仰が尊重される。
日本でも、地方では各国と同じで、日本人社
会や日本的伝統という視点からみると国際
的共通性を持っていた。 
⑷戦争と信仰では、兵士と郷土社会との関

係から殆どの地方や諸外国において、地域の
伝統と文化が基礎になっていた。従って、従
軍凱旋者も戦死者も郷土の宗教施設に祀ら
れる事例が圧倒的に多い。 
⑸慰霊の形式や方法と造形物における伝

統性・国際性との関係は、世俗性との関係が
明らかになった。特に表象では、経済の発展
と密接にかかわり、且つ物流の密度と情報の
交換頻度の高さによる異文化・異民族との接
触が深化によって、相互に影響し合って国民
的同一性と国際的類似性とが強められると
いう傾向が顕著になっている。そこでは、キ
リスト教やイスラム教といった宗教的個性
すら弱められていた。 
⑹戦争紀念碑には、1945 年を境界として、

⒜歴史化した紀念碑と⒝現用の紀念碑とが
あり、㋐伝統型紀念碑と㋑戦後型的紀念碑と
があり、それぞれの相互連関的関係の組み合
わせによって、現在の状態が規定され存立し
ている。一般論的には、⒝で㋐は戦勝国に、
⒜と㋑との共存には敗戦国に多く見られる
が、さらにそこでは国家主義や愛国主義が顕
著に表象されている㋐を全否定的に捉える
かたちのものが多い。勿論、戦勝国といって
もさまざまではあるが、中国やベトナムとい
った社会主義国では国家統合・国民統合の象
徴物的な役割を強く持たせていることから
最も㋐の基本思想に忠実なものになってお
り、米もその傾向は強い。㋐の反対極にあた
る㋑を象徴するのは、警告紀念碑とも呼ばれ
ているもので、多くは敗戦国の日本やドイツ
にみられる。内容的には、戦争の真実と実態
を伝えるなかで犠牲者を慰霊しながら再び
過ちを起こさないという決意を現代に語り
掛け及び後世に伝えるという⒝の役割を果
たしている。このため、戦争紀念碑は戦後政
治と戦後社会と密接なかかわりをもってお
り、それ故、戦争紀念碑の研究では 1945 年
を境とする断絶とそれを越える連続性（変質
を含む）との相関関係を包含する視点から捉
えて行かなければならないことが判ってき
た。 
⑺敗戦国としての戦後国家での戦争紀念

碑と戦没者慰霊のかたちに対する違い（日独
の相違）は、戦後の国家の姿に密接に関係し
ていた。つまり、総体的一般論的に見ると、
過去への総括の仕方から相違が生まれると
いうのではなく、戦後政治と社会におけるか
かわりにかかわったものである。それが、戦



没者慰霊に対する日本国内での論争の原点
がある。このことは、現代大きな問題となっ
ている靖国問題が論争を重ねる毎に益々偏
狭で異様なものになっていく原因にもなっ
ている。このため、これへの解決方法は、戦
没者慰霊の原点に立ち戻り、且つ、各国にお
ける戦争紀念碑（戦争の記録化）と戦没者慰
霊のあり方を具に見るという、国際比較と基
礎研究とを組織的、体系的、総合的に行わな
ければならないことを示していよう。 

⑻同じ敗戦国でありながら日独間に大き
な相違が見られる原因が、前項によるもので
あることから、その違いを具体的に洗い出し
ていく必要がある。このため、本研究ではド
イツ国内及び各国に設置されたドイツ人戦
歿者墓地を詳細に調査し、戦没者に対する祀
り方（墓地の構造から各墓碑石に刻まれてい
る情報まで）を記録した。また、日本におい
ては各市町村の字単位といった地域共同体
に建立されている戦争紀念碑と戦没者墓碑
石（軍人墓地を含む）を悉皆調査しそこでの
情報を詳細に記録し、ドイツとの相違を明ら
かにした。 

⑼これらの分析から、靖国神社という特定
の宗教的施設における合祀問題が、ドイツを
はじめ多くに国における戦没者慰霊の考え
方や慰霊のかたちと隔絶した特異なもので
あること、反対に、市町村など地域共同体に
建立されているものは却って国際的に標準
的なものであることが判ってきた。 

⑽日本における戦没者慰霊にかかわる資
料は、自治体として慰霊祭などを行っている
地域や主催している遺族会などの各種団体
においては比較的に保存されているものの、
それでもかなり濃淡があり、実際的には戦前
戦後を通じて日本においては文書史料の多
くは保存されていないことを実態的に再確
認した。したがって、日本における戦争紀念
碑と戦没者慰霊を「日本」「日本的」「日本人
社会」といったキーワードで研究する場合に
は、実際の紀念碑と墓碑石を悉皆調査するな
かで詳細な調査記録を集めて分析していく
しか方法がないことが判った。この問題は、
戦争紀念碑と戦没者慰霊という分野に限っ
たことではなく、日本人と歴史史料という全
く別の問題として検討していかなければな
らない。 
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